
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

配付資料 

 

【日  時】 

令和 2 年 10 月 31 日 (土) 11 時～ 

 

【場  所】 

高知大学医学部管理棟 

         3 階 「特別会議室」 

令和２年度 
第１回 高知大学医学部 
 

後援会 理事会 



 
 

～ 理 事 会 次 第 ～ 
 
１．開 会 

  １）山下後援会長挨拶 

  ２）菅沼医学部長挨拶 

 

２．議 事 

≪ 議 題 ≫ 

１） 令和２年度医学部後援会費の収支状況（中間報告）について 

２） 後援会積立金及び定期預金について 

３） コロナウイルス感染症対応のための支援について 

４） 救難対策積立金の名称変更等について 

５） その他 

    ・第２回理事会及び令和３年度総会の日程 

    

≪ 資 料 ≫ 

資料１：令和２年度高知大学医学部後援会役員名簿 

資料２：令和⒉年度医学部後援会費収支状況中間報告書 

資料３: 後援会積立金内訳及び定期預金一覧 

資料４：コロナウイルス感染症対応のための支援について 

資料５：学生緊急援助積立金（仮称）の取り扱いについて（案） 

資料６：第 2回理事会及び令和３年度総会の日程(案) 

参考資料：高知大学医学部後援会会則 

机上配布：高知大学医学部・医学部附属病院概要、Lead 2020夏号、秋号 

 

３．昼食 

理事会終了後、同会場にて 

 

４．高知大学医学部出席予定者 

菅沼医学部長、執印附属病院長、山脇看護学科長、松田学生課長、 

立花特任専門員、渡邉学生支援係長、岡崎生支援係係員、浜田学生支援係係員 
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資料 １
令和２年度 第１回理事

令和2年10月31日（土）開



内　訳 見込額 収入済額 差引額 収入予定 （％）

１．会　　費 15,795,000 14,620,000 △ 1,175,000 随時 92.6

２．預金利息 9,000 8,492 △ 508 随時 94.4

３．前年度繰越金 2,693,979 2,693,979 0 100.0

18,497,979 17,322,471 △ 1,175,508 93.6

内　訳 予算額 支出済額 差引額 執行予定 （％）

１．学生援助経費 主に学生の諸活動への支援経費 9,810,000 288,814 9,521,186 - 2.9

①学内行事費 1,640,000 0 1,640,000 - 0.0

よさこい祭り参加補助 地方車製作費等 350,000 0 350,000 中止 0.0

大学祭運営費補助 音響設備・ステージ設営代等 750,000 0 750,000 中止 0.0

学位記授与式等への補助 記念品代、音響設備代 等 540,000 0 540,000 令和3年1月 0.0

卒業式へのバス借上料 令和2年3月のバス２台分借上料 0 0 0 中止 0.0

②西医体助成等 2,170,000 146,894 2,023,106 - 6.8

全医体、中国・四国大会主管 50,000 0 50,000 中止 0.0

全医体出場祝金 100,000 0 100,000 中止 0.0

西医体・全医体負担金等 総務分担金・競技分担金等 1,900,000 146,894 1,753,106 　 7.7

西医体評議員出張旅費 評議員会旅費等（R2年度鳥取開催） 120,000 0 120,000 随時 0.0

③課外教育援助 3,040,000 141,920 2,898,080 - 4.7

体育大会賞品 学生体育大会への補助 100,000 0 100,000 中止 0.0

リーダーシップセミナー 課外活動団体代表者等の昼食代 70,000 0 70,000 令和2年11月 0.0

体育会、文化会課外活動費 課外活動団体に対する支援 2,500,000 0 2,500,000 令和3年1月 0.0

準硬式野球部活動補助 他施設グラウンド棟使用料 230,000 30,850 199,150 随時 13.4

保険掛金
（クラブ賠償責任保険）
（ヨット損害賠償・遭難救助）

各種保険料代 140,000 111,070 28,930 79.3

④国家試験助成 2,960,000 0 2,960,000 - 0.0

国家試験助成 試験会場へのバス代等 260,000 0 260,000 令和3年2月 0.0

模擬試験補助 医学科×⒉回、看護学科×３回、保健師×⒉回 2,700,000 0 2,700,000 随時 0.0

２．事業経費 主に大学の諸事業への支援経費 2,250,000 429,500 1,820,500 - 19.1

①教育奨励費 1,390,000 49,500 1,340,500 - 3.6

新入生合宿研修 合宿研修の宿泊・食事代（室戸少年自然の家） 0 0 0 中止 0.0

アドバイザー教員との懇談会等補助 医学科・看護学科の正・副アドバイザー教員との懇親会費用 500,000 10,000 490,000 随時 2.0

ｵｰﾌﾟﾝｷｬﾝﾊﾟｽ協力謝金 オープンキャンパス協力学生への謝礼 110,000 0 110,000 随時 0.0

学外実習経費補助 医学科1年生・5年生・看護4年生 600,000 0 600,000 中止 0.0

共用試験に伴う補助 OSCE、CBT実施に伴う経費 180,000 39,500 140,500 随時 21.9

②学生部会補助 学生組織へ支援 80,000 0 80,000 随時 0.0

③課外活動団体表彰 成績優秀の団体、個人を表彰 300,000 0 300,000 中止 0.0

④学業等優秀者表彰 医学科1～5年、看護学科1～3年　各学年から１名に対し表彰する 80,000 80,000 0 100.0

⑤爽風会助成 献体に対する助成 300,000 300,000 0 　 100.0

⑥感謝及び慶弔 昨年度と同額を予算計上する 100,000 0 100,000 随時 0.0

３．福利厚生費 学生の福利厚生にかかる支援経費 1,750,000 1,060,215 689,785 - 60.6

①学研災保険料 医学科１１５名・看護学科６５名分 800,000 773,967 26,033 96.7

②学生負傷見舞金 不慮の事故等に対応 200,000 0 200,000 必要に応じ 0.0

③B型肝炎ﾜｸﾁﾝ接種等補助
B型肝炎ワクチン接種、令和2年6月実施（医学科　延人
数227名）、次回は令和3年1月予定 750,000 286,248 463,752 随時 38.2

４．積立金 積立経費 400,000 0 400,000 - 0.0

①救難対策積立金 第５期積立・３年次目を計上 300,000 0 300,000 令和2年11月 0.0

②西医体当番積立金 第３０年次目を計上 100,000 0 100,000 〃 0.0

５．事務費 350,000 199,171 150,829 必要に応じ 56.9

６．環境整備費 H30年度から新設 500,000 110,718 389,282 必要に応じ 22.1

７．予備費 　 3,437,979 0 3,437,979 必要に応じ 0.0

18,497,979 2,088,418 16,409,561 11.3合　　　　　計

令和２年度　医学部後援会費収支状況中間報告書　

【収入の部】　（単位：円） （見込額-収入済額）

費　目

合　　　　　計

【支出の部】　（単位：円） （予算額-支出済額）

費　目

令和2年度 第1回理事会

令和2年10月31日(土）開催
資料 ２

(令和2年度会費収入実績額)

医学科 @100,000円×103名=10,300,000円

医学科2年次編入 @85,000円×5名=425,000円

看護学科 @65,000円×53名=3,445,000円

看護学科3年次編入 @35,000×10名=350,000円
医学科（令和元年度入学）@100,000円×1名=100,000円

合 計 14,620,000円



資料３   
 令和⒉年度 第 1 回理事会 

令和⒉年 10 月 31 日（土）開催 

 

後援会積立金内訳及び定期預金一覧 
 

[ 救難対策積立金 ] 
   課外活動で山岳や海洋で遭難した場合の捜索費用に充てるための積立金である。なお、平成２８年度分は、 

予算不足により休止した。 
 

期 間 等 金  額 備  考 

昭和５２年当初積立金（元金） １５０万円   

第１期～第３期 

８００万円 

第 1 期  年額３０万円 

(昭和５３年度～平成１９年度) 
第２期  年額２０万円 

第３期  年額３０万円 

第４期 

（平成２０年度～平成２９年度） 
２７０万円 

第４期  年額３０万円 

（平成２８年度分は休止） 

平成２９年度分までの金合計額 １,２２０万円   

   

期 間 等 金  額 備  考 

第５期（令和２年度の合計） ９０万円 
第５期  年額３０万円 

（平成 30 年度～令和 9 年度） 
 

[ 西医体当番積立金 ] 
   西日本医科学生総合体育大会の主管校は約５０年周期で当番となるため、その諸費用に充てる 

ための積立金である。なお、平成２８年度分は、予算不足により休止した。 

 
 
 
 
 
 

 

※本学は平成２年度に西日本医科学生総合体育大会主管校を務めている。 

【後援会定期預金一覧】（R2.10.31現在） 

    

 

 

 

 

 

 

 

  （備考）高知銀行の定期預金は、ともに令和元年 11月 5日の満期である。 

積 立 期 間 : 平成２年度～令和２１年度（５０年間） 

令和元年度までの合計額 :       ２９０万円 

令和２年度分 :         １０万円 

高知銀行 大津支店 

定期預金（西医体当番積立分） 2,900,000 

定期預金（救難対策費積立分） 2,800,000 

高知信用金庫 高須支店 定期預金（救難対策費積立分） 10,000,000 

合   計 15,700,000 



コロナウイルス感染症対応のための支援について 

① 【検査試薬】 

新型コロナウイルスの対策として、学生が感染拡大地域など、やむを得ず移動を必要

とした場合、2週間の自己検疫期間を置くこととなっていますが、ウィルス検査(ＬＡＭ

Ｐ法)を実施して、陰性の場合は、実習や授業に参加が可能としており、そのための費用

が必要なため。検査試薬 1と 2は、セットで使用します。 

② 【IMIS端末購入の必要性】 

現在、5年生（107名）の臨床実習が実施されており、IMIS端末を利用しカルテの閲

覧、カルテ作成等を行っています。医学情報センターから 9台の IMIS端末を借り受け現

在まで運用していますが、急遽暫定的に借り受けているもので恒久的に学生用として使

えるもではないため、近いうちに返却をする必要があります。また、10月から看護学科

3 年生（57名）の学生実習が開始されており、さらに、医学科では来年度からカルテ記

入することが必須となり、今まで以上に端末の前での訓練が必要になるため。 

③ 【講義棟第 1・第 3・第 4講義室への前方モニター設置】 

新型コロナウイルスの対策として、多数の学生が集まる講義室を使用する際は、窓を

開放しドアを開けることが 3密を解消するための原則となっています。暗幕を開け窓を

開放することによりプロジェクターの映像が外からの光の侵入により十分見えなくなる

ことになります。このため、光の影響を受けにくいモニターを前方に 1台設置し、授業

環境の改善を図りたい。 

 No    項 目 数量 単 価 金額(円）    備  考 

1-1 検査試薬 1  9 80,256  722,304 1箱 15人で 105人分 

1-2 検査試薬 2  9 22,000  198,000     〃 

 2 IMIS 端末購入  9 220,000 1,980,000   

 3 講義室モニター設置  3 257,400  772,200   

           合  計 3,672,504   

                      以上、3点よろしくお願いいたします。        

資料４   
 令和 2 年度 第 1 回理事会 

令和⒉年 10 月 31 日（土）開催 



①



③



②



学生緊急援助積立金（仮称）の取り扱いについて（案） 

 
令 和  年  月  日 制 定 
高知大学医学部後援会理事会承認 

 

昭和５２年度から始まった救難対策積立金は、課外活動団体の事故等の対応

を目的として設立されたが、近年は災害や伝染病等が発生しており、医学部学生

の勉学と福利厚生の観点からも、学生緊急援助積立金（仮称）と名称を変更して

支援内容を拡大することとし、また、その取扱いはこの申合せによるものとする。 

 

１ 支援の対象となる災害等 

 （１）支援の対象は以下の場合とする 

  ア. 課外活動団体が活動中に遭難した場合 

  イ. 災害が発生した場合 

  ウ. 伝染病が発生した場合 

 エ. その他援助が必要な場合 

 （２）災害以外の場合は以下の場合に使用できるものとする 

ア. 後援会費が減少し事業実施に影響が出た場合 

 

２ 支援の対象及び内容 

  支援の対象は、医学部の学生、及び課外活動団体とし、内容は、学生

生活、課外活動、授業の支援等とする。 

   

3 支援の承認 

  支援を行う場合は、理事会の承認を得るものとし、その結果を総会に

報告するものとする。 

  ただし、緊急を要するものは、会長の承認を得て支援を行うことがで

きるものとし、その後理事会の承認を得て、総会に報告するものとする。 

 

附則 
この申合せは、令和 年 月 日から施行する。 

 

 

資料５   
 令和 2 年度 第 1 回理事会 

令和⒉年 10 月 31 日（土）開催 
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資料６



 

高知大学医学部後援会会則 
                                                                       

                                                  ┌ 制    定 昭53. 4.17 ┐ 

  └ 最終改正 平29.11.21 ┘ 

 
第１条  本会は、高知大学医学部後援会と称する。 
 
第２条  本会の事務所は、高知大学医学部内に置く。 
 
第３条  本会は、高知大学医学部学生の課外教育及び福利厚生に関する事業を援助し、大学の発展に寄与す
ることを目的とする。 
 
第４条  本会は、前条の目的を達成するため、次の事業を行う。 
（１）学生の課外教育に関する援助 
（２）学生の福利厚生に関する事業の援助 
（３）その他、教育の発展に必要な事業 
 
第５条  本会は、次の会員で組織する。 
（１）正会員    高知大学医学部に在籍する学生の保護者 
（２）賛助会員  本会の目的に賛同する者 
 
第６条  本会に、次の役員を置く。 
（１）会長    １名 
（２）副会長  ２名 
（３）理事    若干名 
（４）監事    ２名 
 
第７条  役員の選出は、次のとおりとする。 
（１）会長、副会長は、総会において正会員の中から選出する。 
（２）理事、監事は、正会員の中から会長が委嘱し、総会の承認を求めるものとする。 
 
第８条  役員の任務は、次のとおりとする。 
（１）会長は、会務を掌理し、本会を代表する。 
（２）副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるときは、その職務を代行する。 
（３）理事は、会長及び副会長を補佐し、会務の運営にあたる。 
（４）監事は、本会の会計を監査する。 
 
第９条  役員の任期は２年とする。但し、再任を妨げない。但し補欠の役員の任期は前任者の残任期間とす
る。 
 
第10条  本会の会議は、総会及び理事会とし、会長が招集する。 
２  総会の構成員は正会員とし、毎学年度始めに総会を開くものとする。但し、会長が必要と認めたときは、
臨時総会を開くことができる。 
３  理事会の構成員は、会長、副会長及び理事とし、会長が必要に応じ招集するものとする。 
４  第５条第２号の会員について、会長が必要と認めたときは、会議に招集することができる。 
５ 特に必要と認める時は、会長は総会の運営を指名する者に委任することができる。 
 
第11条  総会で行う事項は、次のとおりとする。 
（１）役員の選任 
（２）事業計画及び予算、決算の承認 
（３）会務及び事業報告 
（４）会則の制定改廃 
（５）その他必要な事項 
 
第12条  理事会は、前条に定める事項について企画立案及び審議にあたる。 

参 考 



 

 
第13条  重要事項で緊急を要する場合は、理事会の決議をもって総会の決議に代えることができる。この場
合は、以後の総会の承認を得なければならない。 
 
第14条  本会の議決は、出席者の過半数の賛成を得なければならない。 
 
第15条  本会の経費は、会費、寄付金及びその他の収入をもって充てる。 
 
正会員は、次に掲げる入会金及び会費を学生の入学時に一括納入するものとする。 
 ただし、特に必要と認めるときには分納による納入を認めることができる。 
（１）医学科は、入会金16,000円、会費84,000円（1ヶ年14,000円×6ヶ年分）とする。  
但し、２年次編入学にあっては、入会金15,000円、会費70,000円（1ヶ年14,000円×5ヶ年分） 
とする。 
（２）看護学科は、入会金9,000円、会費56,000円（1ヶ年14,000円×4ヶ年分）とする。 
      但し，３年次編入学にあっては、入会金7,000円、会費28,000円（1ヶ年14,000円×2ヶ年分）とする。 
 
第17条  既納の会費等は返還しないものとする。 
 
第18条  本会の会計年度は、毎年３月１日に始まり翌年２月末日に終る。 
 
第19条  本会の会計事務の処理のため、会計幹事を置き学生課長をあてるものとする。 
２ 必要があればさらに幹事人を置くこととし、会長がこれを委嘱する。 
 
第20条  本会に次の帳簿を備える。 
（１）会則     
（２）会員名簿 
（３）会計簿   
（４）諸記録簿 
 
第21条  本会則に定めるものの外、本会の運営に関し、必要な事項は別に定める。 
 
   附  則 
  この会則は、昭和５３年４月１７日から施行する。 
    附  則 
  この会則は、平成８年１月２５日から施行し、平成８年度入学生から適用する。 
    附  則 
  この会則は、平成１０年４月８日から施行し、平成１０年度入学生から適用する。 
附  則 
  この会則は、平成１５年１０月１日から施行し、平成１６年度入学生から適用する。  
附  則 
  この会則は、平成１８年１０月１日から施行し、平成１９年度入学生から適用する。 
附  則 
  この会則は、平成２０年１０月１日から施行し、平成２１年度入学生から適用する。 
附  則 
  この会則は、平成２８年４月３日から施行し、平成２９年度入学生から適用する。 
附  則 
  この会則は、平成２９年１１月２１日から施行する。 
 
 


